
１年生の学年ネームが『珊瑚～一人一人の輝
きを大切に、互いに高め合い、唯一無二の存在
に～」に決定しました。赤い珊瑚は最高品質の
宝石の素材であり、将来輝く宝石のような存在
となれるように努力と研鑽を積み重ねる学年で
ありたいとの願いが込められています。また、
「３×５（さんご）＝15」から15期生であるこ
とも表しているようです。

☆第 75 回
県民スポーツ大会
バドミントン
２部青年女子ｼﾝｸﾞﾙｽ
準優勝 〇〇〇〇

←左から 〇〇〇〇
〇〇〇〇
〇〇〇〇

校訓「心ひとつに 明日を拓く」
教育目標「気づき、考え、行動する生徒の育成」
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５日に秋田大学
大学院教育学研究
科の〇〇〇〇教授
を指導者にお招き
して、校内研修の
充実と授業力向上
を目的とした校内
研修会を行いまし
た。授業者は〇〇
〇〇教諭で、３年
２組の数学の授業
を 全 職 員 で 参 観
し、その後「対話

的な学びを通して、数学的な見方・考え方を働
かせながら主体的に問題解決する生徒を育成す
る」ための授業の在り方について研修を深めま
した。〇〇教授からは、生徒が最後まで集中力
を欠くことなく、仲間と協力しながら２次方程
式の解法について学びを深めていた点や、本校
の研修態勢がテーマを共有することで教科の枠
を越えた効果的なスタイルになっているとのお
話をいただきました。指導いただいたことを参
考に、更に全職員で研修を推進してまいります。

８日に美郷町の〇〇
〇〇教育長と教育委
員の〇〇〇〇様、〇
〇〇〇様、〇〇〇〇
様、〇〇〇〇様、〇
〇〇〇教育推進監、
〇〇〇〇教育推進課
長、〇〇〇〇教育推
進課参事の訪問があ
りました。２･３校時
で全学級の授業を参
観いただき、その後、

校長による学校経営説明と懇談を行いました。
懇談では、「学びに向かう生徒の目が輝いてい
た」「１人１台のタブレットや顕微鏡などの恵
まれた環境を生かした効果的な授業が行われて
いた。」「１人目の発表を基に次々と他の生徒が
発表をつなぐ主体的な学びが見られた。」「生徒
同士で話し合い、教え合える良い雰囲気があっ
た。」「調理実習では、各自が役割分担をしっか
りと認識して、同時進行で効率的に活動してい
た。」等の感想をいただきました。また、グル
ープ活動時の配慮やＩＣＴ機器の更なる活用等
についてはご指導をいただきましたので、今後
に生かしてまいります。

４日の登校時に、
更生保護女性の会
や大仙保健所、保
護司の方等、10名
以上 の方々が、本
校を訪れて、あい
さつ運動を行いま
した。また、あい

さつとともに、「薬物乱用は『ダメ。ゼッタイ。』」
と書かれたティッシュペーパーとパンフレット
が手渡されました。パンフレットには、薬物使
用への甘い誘いの言葉の具体例が記され、防止
するための方法として「危険性が身近にあり、
自分には関係ないと思わないこと」「誘われて
も『ダメ。ゼッタイ。』と断ること」「一人で
悩まないで友人や家族に何でも相談すること」
の３つが書かれてありました。例え１回使用し
ただけでも乱用になり
ます。違法薬物にとど
まらず、オーバードー
ズ（一般医薬品の乱用）
の危険性も大きな社会
問題となっています。

「県強化指定選手指定証」を伝達


